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研究成果概要 

 本研究はMeV-GeV領域で世界最高感度のニュートリノ観測能力を持つスーパーカ
ミオカンデ（SK）検出器を用いてマルチメッセンジャー天文学を進めることを目的と

して進めている。近年、LIGOなどによる中性子星連星合体からの重力波検出に伴う

残光の光学観測など、電波からγ線までの広いエネルギーでの電磁波観測と重力波や

高エネルギーニュートリノ事象との同時観測を行うマルチメッセンジャー天文学が

活発に行われ、多くの成果をあげている。重力波天体やγ線バーストのようなトラン

ジェント天体に同期したニュートリノ事象の検出を即時解析で発見することを目指

して、システム開発を2019年より進めている。 

 また、2025年2月にKM3NeTグループからこれまでのIceCube実験によって観測さ

れた最高エネルギーニュートリノの10倍のエネルギーを持つ、120PeVのニュートリ

ノ事象の検出報告がされ、大きな注目を集めた。この2023年2月13日にKM3NeT検

出器で観測された高エネルギーニュートリノ事象に同期したSKニュートリノイベン

トを探索した。探索の時間幅はKM3NeT事象の±500秒として探索したが、FC/PC/U

PMUサンプルについて同期したイベントはなかった（左図）。また、探索時間幅を全

SKI-Vの期間に広げての探索でも有意なシグナルは見つけることができず、フルエン

スの上限値を求めた（右図）。 



図１ SKにおけるKM3Net高エネルギーニュートリノ事象との相関イベント探索結果 
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